
 
 

１ 日 時  令和７年 10月 17日（金）（12：30～13：20） 

 

２ 学 年  第１学年２組（33名） 

 

３ 場 所  新館３Ｆ １－２教室 

 

４ 単元について 

 

○ 単元観 

本単元は、中学校学習指導要領国語編第１学年〔知識及び技能〕（２）情報の扱い方に関する事項 

ア「原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解すること」〔思考力、判断力、表

現力等〕Ｂ書くこと（１）ウ「根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工夫す

ること」の内容を受けて設定したものである。根拠とは、考えや言動の拠り所となるもののことを指

す。また、根拠を明確にするためには、まず、自分の考えが確かな事実や事柄に基づいたものである

かを確かめることが必要である。その上で、自分の思いや考えを繰り返すだけではなく、根拠を文章

の中に記述する必要があることを理解して書くことが重要である。本事項は、２年生では「根拠の適

切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりする」こと、３年生では「表

現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりする」ことに続き、根拠の客観性、妥当性を高めていく

ことにつながっている。 

 本教材は、根拠を明確にする方法の一つとして、事実や理由づけについて考えさせる教材である。

意見の正しさや有効性を証明する根拠は、意見の信頼性を高めるためにある。事実が明確な根拠とな

る事実になっているかを吟味・検討させることで、根拠を明確にすることに適した教材である。 

 

○ 生徒観 

 本学級の生徒は、授業に一生懸命取り組もうとしている。「学習内容を理解しよう」「考えよう」

という意識で授業に取り組んでいる生徒が多く、１学期のアンケートでは、「国語の授業は、『でき

た』『わかった』と感じることがある」に肯定的な回答をした１年生の生徒は 97％であった。一方、

「授業の課題について『なぜだろう』『やってみたい』と感じることがある」に肯定的な回答をした

生徒は 65％と低く、学習課題の質が問われている。 

 

調査問題 内容 正答率 

令和７年度 標準学力調査  

国語 １年生 
目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるように工夫している 56.1% 

令和７年度  

全国学力・学習状況調査 
文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることができる 17.4% 

  

今年度４月に実施した標準学力調査では、「目的や意図に応じて、自分の考えが伝わるように工夫

している」は校内正答率が 56、1％と低く、無回答も 13、6％と高い。令和 7 年度実施の全国学力・学

習状況調査でも、「文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることができるかどうかをみ

る」問題の全国正答率が 17、4％と低い。これらのことから、根拠を明確にするためにどのように思考

を深め、どのような見方、考え方をすればよいかということが定着していないことがわかる。令和５

年度の全国学力・学習状況調査の報告書においても、本項目が課題とされており、指導改善のポイン

 

   

                                  指導者 村上 正子 

 

 

 

意見と根拠 

 

本単元で育成する資質・能力 

 
（学校）主体性、コミュニケーション能力  

 

学習課題 

それは本当に事実？！事実を考え、根拠の説得力を高めよう 



トとして「話や文章に含まれている情報と情報との関係を捉えて理解したり、自分のもつ情報と情報

との関係を明確にして話や文章で表現したりすることが重要になる。そのために、『原因と結果』

『意見と根拠』『具体と抽象』などの基本的な情報と情報との関係について指導することが大切であ

る」と整理されている。 

１学期に実施した記述の問題や作文等においても、ナンバリングは定着しているが、根拠は羅列す

るだけで、客観性に乏しい実態がある。説明文の学習後に「野菜の知恵」についてプレゼンテーショ

ンを作成・発表させた。なぜその野菜を選んだのかという理由が「好きだから」等の深まりのないも

のになっている生徒の割合が 79%であり、根拠を明確にすることに課題がある。 

 

○ 指導観 

指導にあたっては、根拠の明確さを高めるために、根拠として誰もが納得するような事実を考えさ

せる。なんとなく事実だと思っているものを、集団で吟味・検討させることで既存の考えを揺さぶり、

興味を持たせたい。人によって異なる考えではなく、誰が見ても変わらない事実を示すことで根拠を

明確にさせる。さらに、その根拠（事実）と意見がどのように結びつくのかを理由づけとして考えさ

せ、意見の説得力を高めさせたい。   

 

５ 学校が育成を目指す資質・能力 

本校が教育課程全体を通じて育成を目指す資質・能力は、「コミュニケーション能力、主体性」で

ある。この目指す資質・能力を育成するためには、各教科・領域等の授業における「展開場面」にお

いて、生徒が主体的に活動している時間の質と量を高めることが重要である。更に、生徒が主体的に

活動するためには、「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」が不可欠であると考え、研究を

重ねている。 

本単元においても、本校では「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」を行い、少人数班で

考えを何度も練り直させ、思考したことをミニホワイトボードに表現した後全体へ発表させるスタイ

ルをとっている。 

授
業
の
展
開
の
場
面
で
（
ミ
ニ
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
等
を
使
用
し
て
） 

資

質

・ 

能

力 

意欲・態度 知識・スキル 

主体性 

（自己を認識する力、 

自分の人生を選択する力） 

コミュニケーション能力 

（表現する力） 

レ

ベ

ル

１ 

 

〇課題に対して、自分の考えを

持ち、取り組もうとしてい

る。 

（書く・話す・表現 speak） 

〇自分の考えや意見を、

自分のことばで表現す

ることができる。 

（聞く） 

〇相づちを打ちながら、

途中で口をはさまず、

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問す

ることができる。 

レ

ベ

ル

２ 

 

〇課題に対して、自分の考えを

持ち、自ら進んで取り組もう

としている。 

（書く・話す・表現 tell） 

〇自分の考えや意見を根

拠を挙げて、相手を意

識しながら、適切な方

法で表現することがで

きる。 

（聴く） 

〇相手の話の組み立てや

構造を考え、話の意図

や要点を整理しながら

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて、内容

を深めるために、

質問ができる。 

レ

ベ

ル

３ 

 

〇自ら課題を見つけ、自分の考

えを持ち、よりよい方法を選

択し、自ら進んで取り組もう

としている。 

（書く・話す・表現 talk） 

〇自分の考えや意見を、

根拠を挙げて分かりや

すくまとめ、目的や場

に応じて、適切な方法

で論理的に表現するこ

とができる。 

（訊く） 

〇相手の考えについて、

根拠の信頼性を判断し

ながらきき、話された

内容と自分の意見をふ

まえて共通点や疑問点

を明確にし、相手にた

ずねることができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問を

した後に、自分の

意見を述べ、内容

をさらに深めるこ

とができる。 

レ

ベ

ル

４ 

やりたいことを自ら見つけ、分

析し、（大人の力も借りなが

ら）自分たちで実行できる。 

少数意見を尊重しながら、臨機応変に対応し、話合い活動ができる。 



６ 単元目標 

（１）原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができる。   

           【知識及び技能】 

（２）根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工夫することができる。 

                         【思考力、判断力、表現力等】 

（３）言葉がもつ価値に気づくとともに、進んで読書をし、我が国の言語文化を大切にして、思いや

考えを伝え合おうとする。                   【学びに向かう力、人間性】 

 

７ 評価規準 

 

８ 指導計画（全６時間） 

教科・領域の本質的な問い 

 明確な根拠とは、どのような根拠なのか。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

原因と結果、意見と根拠など情

報と情報との関係について理解

している。 

「書くこと」において、根拠を

明確にしながら、自分の考えが

伝わる文章になるように工夫し

ている。 

意見と根拠と理由づけの関係に

ついて、学習したことを生か

し、根拠を明確にして自分の意

見を書こうとしている。 

時
間 

学習課題 

ねらい 

指導内容 

重 
点 

記 
録 

生徒の行動・思考 評価 
〔評価方法〕 

単元を貫く問い 

根拠の「明確さ」とは何だろう 

１ 

学習課題： それは本当に事実？！事実を考

え、根拠の説得力を高めよう。 

ねらい：意見の根拠を明確にすることが

できる。 

・意見と事実を結ぶ理由づけの関係を整理

させ、根拠の客観性を高めさせる。 

・自分の意見を支える根拠として、事実と

理由づけがあることを理解させる。 

（本時） 

知 〇 
・事実に客観性があるか

吟味・検討する。 

・事実の客
観性 につ
い て 吟
味・ 検討
し、 根拠
を明 確に
しよ うと
し て い
る。 

〔ワークシート〕 

２ 

 

学習課題：課題を決め、調べよう。 

ねらい：事実を根拠として示し、適切な理由

づけを考えることで、自分の考えが

伝わる意見文を書くことができる。  

・意見文の課題を決めさせ、資料を収集、

整理させる。 

思  

・教科書の資料などを参

考に、課題を決める。 

・決めた課題に合った情

報を集める。 

・課題を決

め、 情報

を集 めて

いる。 



 

９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

  ○ 意見を支える根拠として、事実を考えることができる。その事実と意見がどのように結びつ

くのか、理由づけを考えることができる。 

 

（２）本時の評価規準 

  ○ 事実の客観性について吟味・検討し、根拠を明確にしようとしている。 

  
（３）準備物 

  〇 クロムブック・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
・ 
４ 

学習課題： 集めた情報を整理し、構 

   成を考えよう。 

ねらい：事実を根拠として示し、適切な理由 

づけを考えることで、自分の考えが

伝わる意見文を書くことができる。 

・集めた情報を整理させ、構成を考えさせ

る。 

思 〇 

・集めた情報を、比較・

分類・関係づけなどに

より、整理する。 

・書く内容と順序を考え

る。 

・集めた情

報を 整理

し、 見通

しを 持っ

て書 く内

容を 考え

ている。 
〔ワークシート〕 

５ 

学習課題：根拠を明確にして意見文を 

書こう。  

ねらい：事実を根拠として示し、適切な理由 

づけを考えることで、自分の考えが 

伝わる意見文を書くことができる。 

・事実と理由づけを吟味・検討させ、意見

文を書かせる。 

思 〇 

・事実と理由づけを吟

味・検討し、まとめ

る。 

・根拠の明確さについ

て、助言し合い、推敲

する。 

・自分の意

見が 伝わ

るよ うに

事実 と理

由づ けを

検討 して

いる。 
〔ワークシート〕 

６ 

学習課題：意見文を発表しよう。 

ねらい：事実を根拠として示し、適切な理由 

づけを考えることで、自分の考えが 

伝わる意見文を書くことができる。 

・意見文を読み合わさせ、助言し合わせる

とともに、学習を振り返らせる。 

主 〇 

・意見文を読み合う観点

を確認する。 

・グループでレポートを

読み合い、よい点と改善

点について伝え合う。 

・根拠の明

確さ につ

いて 、助

言を もと

に自 分の

意見 文の

よい 点と

改善 点を

見い だし

ている。 
〔振り返り〕 



（４）本時の流れ（１時間目／全６時間） 

過

程 
□学習活動 

教師と生徒のやりとり 

指導上の留意事項（〇） 

・予想される生徒の反応（・） 

評価規準〔観点〕 

★資質・能力

【評価方法】 

 １ 学習の見通しを持つ ５分 

導

入 

□根拠となる事実について、それが事実

かどうか考える。 

教師 事実とは何ですか。 

生徒 実際に合ったこと。 

生徒 本当のこと。 

生徒 現実に起こること。 

教師 これは事実ですか？ 

教師 「りんごは甘い」 

教師 「りんごは赤い」 

教師 「今日は 10月 17日だ」 

教師 「今年は暑い」 

生徒 事実です。 

生徒 事実ではありません。 

教師 では、どういうものを事実とい

うのですか。自分の意見の説得力

を高めるために事実の精度を高め

ていきましょう。 

〇様々な事実や事実のような曖

昧な表現を示すことで課題へ

興味を持たせる。 

〇事実について考えさせること 

 で生徒の固定した概念を揺さ 

ぶる。 

〇様々な事実をスライドで示

し、事実とは何か考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 学習課題について考える 30分 

展 

開 

 

 

 

 

□自分の意見を支える根拠として、事実

と理由づけがあることを理解する。 

教師 意見を支える根拠について事実と

理由づけという二つをつなげることで 

説得力を増していく考え方があります。 

□課題について個人で思考する。 

「刑事は犬を飼うべきか、猫を飼うべき

か」 

「昼食は給食にするべきか、弁当にする

べきか」 

「修学旅行はバスで行くべきか、新幹線

で行くべきか」という意見を主張するた

めの事実を考える。 

生徒 犬より猫の方がかわいい。 

生徒 犬はえさをやる必要がある。 

生徒 刑事は忙しい。 

生徒 犬は散歩をさせなければならな

い。 

生徒 猫を好きな人が多い。 

 

 

 

 

 

 

〇スライドで意見・事実・理由

づけの関係について説明す

る。 

〇一人一人にじっくり考えさせ

る。 

〇個人思考の時間を確保する。 

 

・「意見・事実・理由づけ」の

例を提示することで事実につ

いて考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事実の客観性につい

て吟味・検討し、根

拠を明確にしようと

している。 

〔ワークシート〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 

 学習課題：それは本当に事実？！事実を考え、根拠の説得力を高めよう。  

ねらい 

 意見の根拠を明確にすることができる。 



 

 

 

生徒 猫は散歩をさせなくてもよい。 

教師 その事実から意見をつなげる理由

づけを考えましょう。 

生徒 刑事は、犬より猫を飼うべきだ。 

猫は散歩をさせなくてもよいとい

う事実がある。この事実から、な

ぜ猫を飼うべきかというと、仕事

で家を空けることが多い刑事は、

毎日散歩をさせることは難しいか

らである。 

生徒 刑事は、猫より犬を飼うべきだ。 

   猫は散歩をさせなくてもよいとい

う事実がある。この事実から、な

ぜ犬を飼うべきかというと、体力

のいる刑事は犬と散歩をして体を

鍛えた方がよいと考えたからであ

る。 

□グループで意見・事実・理由づけにつ 

いて検討する。 

□各グループで精選した内容を発表す

る。 

 

 

 

〇意見と事実を適切に結びつけ

る理由づけになっているか、

検討させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇理由づけが適切になっている

か、考えながら聞かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ まとめ・振り返り［15分］ 

ま

と

め 

□各グループの発表を検討する。 

 

□教師の説明を聞き、本時のまとめを

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□次時の内容を確認する。 

□学習課題に対する授業の振り返りを

行う。 

 

 

 

 

 

 

 事実の客観性につい
て吟味・検討し、根
拠を明確にしようと
している。 
〔ワークシート〕 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【予想される生徒の振り返り】 

・根拠を明確にするために、根拠を事実と理由づけに分けて考えればよいことが

わかった。 

・根拠を明確にするために、事実の客観性を検討することが大切だとわかった。 

・意見に説得力を持たせるためには、客観性のある事実を意見と結びつける理由

づけを考えることが重要だとわかった。 

 

 

まとめ 

・意見を支える根拠には事実と理由づけがある。 

・事実は客観性を高めると根拠の説得力が増す。 

・事実と意見を適切に結びつける理由づけを考えることで、根拠が明確になる。 



（５）板書計画  
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う
と
、
仕
事
で
家
を
空
け
る
こ
と
が

多
い
刑
事
は
、
毎
日
散
歩
を
さ
せ
る

こ
と
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。 

修
学
旅
行
に
は
新
幹
線
で
行
く
べ
き

で
あ
る
。
バ
ス
は 

刑
事
は
、
猫
よ
り
犬
を
飼
う
べ
き

だ
。
猫
は
散
歩
を
さ
せ
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
こ
の
事
実

か
ら
、
な
ぜ
犬
を
飼
う
べ
き
か
と
い

う
と
、
体
力
の
い
る
刑
事
は
犬
と
散

歩
を
し
て
体
を
鍛
え
た
方
が
よ
い
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。 

昼
食
は
給
食
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

給
食
は 

昼
食
は
弁
当
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

給
食
は 

修
学
旅
行
に
は
バ
ス
で
行
く
べ
き
で

あ
る
。
バ
ス
は 


